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第1章　調査に至る経緯と経過

氷見市教育委員会は、一般国道160号氷見バイパスに係る埋蔵文化財について、昭和61・63年

度に実施した分布調査、及び平成元・2年度に実施した試掘調査の結果に基づき、阿尾島尾A
注

遺跡・阿尾島田A遺跡・阿尾島尾山砦跡・山崎城跡・阿尾瀬戸ヶ谷内横穴群の5か所の遺跡の

本調査を予定した。

本調査は平成2年度から取り掛かり、まず最初に用地買収のほぼ終了している阿尾島尾A遺

跡を2か年計画で開始した。しかし平成3年度は、災害復旧工事に先立ち、山崎城跡の本調査

を急きょ実施することになったため、阿尾島尾A遺跡の調査は10月で中断し、残りの部分は平

成4年度に実施した。なお、平成3年度には阿尾瀬戸ヶ谷内横穴群の調査も行った。次いで平

成4年度は、阿尾島尾A遺跡終了後、阿尾島田A遺跡の調査に取り掛かったが、表土を除去す

るのに止まった。平成5年度は阿尾島田A遺跡の残りの作業と、阿尾島尾山砦跡の調査を実施

し、現地作業は全て終了した。

一方、報告書は平成3年度に山崎城跡と阿尾瀬戸ヶ谷内横穴群、平成4年度に阿尾島尾A遺

跡概幸臥　平成5年度に阿尾島尾A遺跡を刊行し、平成6年度は阿尾島田A遺跡と阿尾島尾山砦

跡の報告を行う予定であったが、整理作業が遅れたため本年度に刊行することとした。本書の

刊行をもって、氷見バイパス関連の遺跡調査事業は、ひとまず完了することになる。

なお、本書分の現地調査期間は次のとおりである。

阿尾島田A遺跡：平成4年度　9月14日～12月4日（実働39日）

平成5年度　4月19日～9月29日（実働53日）

阿尾島尾山砦跡：平成5年度　8月1日～10月15日（実働42日）

注：本書から三角山城跡を阿尾島尾山砦跡に改称する（第4章参照）。

参考文献

氷見市教育委員会1990　『一般国道160号氷見バイパス埋蔵文化財試掘調査報告I』

氷見市埋蔵文化財調査報告第11冊

氷見市教育委員会1991『一般国道160号氷見バイパス埋蔵文化財試掘調査報告Ⅱ』

氷見市埋蔵文化財調査報告第12冊

氷見市教育委員会1992　『氷見バイパス関連遺跡調査報告I』

氷見市埋蔵文化財調査報告第13冊

氷見市教育委員会1993　『氷見バイパス関連遺跡調査報告Ⅱ』

氷見市埋蔵文化財調査報告第15冊

氷見市教育委員会1994　『氷見バイパス関連遺跡調査報告Ⅲ』

氷見市埋蔵文化財調査報告第18冊
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第2章　遺跡の環境

第l節　遺跡の地理的環境

氷見市は、富山県の西北部に位置し、能登半島の基部東側にあたる。昭和27年の市制施行か

ら昭和29年までに、太田村を除く氷見郡1町17村が合併し、現在の氷見市が成立した。面積は

約230kr丘、人口は約6万人である。

市域は、北・西・南の三方が標高300～500mの丘陵に取り囲まれ、東側は富山湾に面してい

る。丘陵の大部分は新第三紀層から成り、山間部では地滑りが多い。市北半部は、上庄川・余

川川・阿尾川・宇波川・下田川といった小河川とその支流から成る谷地形であり、上庄川流域

以外は、まとまった平野が少ない。市南半部は、潟が陸化した平野と、その砂喋として発達し

た砂丘からなる。

海に面した市街地は、海岸線のほぼ中央に位置し、近年は北と南に広がりつつある。鉄道は

氷見と高岡を結ぶJR氷見線が通り、主要道路では高岡市と石川県七尾市を結ぶ一般国道16

0号と、富山市と石川県羽咋市を結ぶ一般国道415号が通る。

代表的な産業は、稲作を中心とした農業と、ブリ定置網に代表される漁業であるが、近年は

第二・三次産業就業者が多く、高岡市などの市外へ通勤する人も多い。

一方、能登半島入口の観光地として、市内には旅館・民宿が立ち並び、近年は温泉も市内各

地で噴出している。

阿尾島田A遺跡は、市街地北側の海岸に面した平野の、海岸から約350mの所に位置する。遺

跡の立地する平野は、余川川河口北側に長さ約700mのゆるやかな海岸線を描いて広がり、西か

ら北にかけては標高約50～60mの丘陵に取り囲まれた、標高約4m前後の堆積地である。遺跡

は、この平野の奥まった地点にあたり、丘陵を背に遺跡に立つと、正面海越しに二上山を望む

ことができる。

遺跡は、昭和49年のほ場整備で遺物が出土し、周知された。試掘調査の結果、阿尾島尾A遺

跡同様に、砂丘上に立地していることが確認された。現況は水田である。

阿尾島尾山砦跡は、阿尾島田A遺跡の北東約200mの丘陵上に位置する。ここは余川谷と八代

谷の間の丘陵の先端にあたり、砦跡は二つの高まりから成る。北西の高まりは標高52．4m、南

東の高まりは標高49．1mであり、現状は山林と墓地である。

第2節　遺跡の歴史的環境

阿尾島田A遺跡付近で確認されている遺跡は、いずれも縄文海進以後のものである。

縄文海進は、氷見地域の海岸部に多くの地形的変化をもたらした。丘陵裾や丘陵端部の海へ

の出入口には砂丘が形成され、平野の中央部は潟もしくは湿地として取り残された。また、海

に面した断崖には、海食洞が幾つも穿たれた。

縄文前期前葉の稲積後池遺跡の様な例もあるが、海岸沿いの地域への人類の（再？）進出は、
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縄文前期末頃から本格化するものと思われる。

朝日貝塚では縄文前期末には人が定住し、大境洞窟も縄文中期中葉には住居として利用され

ている。フッ素含有量の多い人骨が発見され、縄文早・前期と考えられた泊洞穴も、洞窟の成
注

因を考えた場合、むしろ年代が下がるものと思われる。

弥生時代は、前期・中期の様相は不明であるが、阿尾城跡とその北側の畑地にある阿尾遺跡

から後期末の遺物が出土している。

古墳時代では、13基以上と推測される指崎向山古墳群があり、昭和24年に発掘された13号墳

からの出土遺物として、直刀1・碧玉製管玉9・須恵器1・須恵器襲約10破片があり、木棺・

磯床も確認された。

6世紀後半から7世紀には付近の丘陵斜面に阿尾城山横穴群・阿尾瀬戸ヶ谷内横穴群・薮田

薬師横穴群が造営されている。

古代に入ると、数多くの散布地が確認されているが、発掘調査によりある程度内容が把握さ

れているのは、本遺跡と阿尾島尾A遺跡のみである。なお、北八代地区には延喜式内社の箭代

神社が鎮座している。

中世の阿尾地区は、氷見から能登への三街道「荒山道」「石動山道」「海浜道」の分岐点に

あたり、また海上交通も把握できることから、軍事的にも重要な拠点であったと思われ、阿尾

島尾山砦跡の他、阿尾城跡・山崎城跡・八代城跡・稲積城跡などの城や砦が築かれた。

また、15世紀代の薮田薬師中世墓は、古墳時代の横穴を改変したやくら状の形態をとるもの

で、五輪塔・宝筐印塔・板石塔婆・一石一尊仏・土師器・銅銭などが出土している。

一方阿尾島尾A遺跡は、阿尾城の城下の一角と思われ、15世紀後半から17世紀初めの資料が

出土している。

注：大境洞窟や泊洞穴の成因については、松島洋氏に地質学の立場からご教示を得ている。

参考文献（第1章の参考文献の他に）

氷見高校歴史クラブ1964　『富山県氷見地方考古学遺跡と遺物』

氷見市教育委員会・富山県砂防課1985　『富山県氷見市薮田薬師中世墓発掘調査報告書』

小片　保・加藤克知・六反田　篤1989　「富山県氷見市泊洞穴から出土した人骨の形質につ

いて」『人類学雑誌』97号

大野　究1990　「余川川流域の遺跡資料」『氷見市立博物館年報』第8号

氷見市教育委員会1993　『氷見市遺跡地図［第2版］』氷見市埋蔵文化財調査報告第14冊

氷見市教育委員会1993　『県指定史跡阿尾城跡文化財調査中間報告書』
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第3章　阿尾島田A遺跡の調査成果

第I節　調査の方法

調査にあたっては、既に敷設されている建設省の測量杭を利用し、予定路線のセンターライ

ンを基準に一辺5mのグリッドを設定した。グリッド名は南北方向にアルファベットを、東西

方向にアラビア数字を振り、その組み合わせで表現した（第3図）。グリッド南北ラインは、真

北から西に31。振っている。

阿尾島尾A遺跡での教訓を生かし、表土除去から全て手作業で発掘した。排土は調査地区横

の国道用地内に置き、調査後はそれで埋め戻した。

遺跡全体の平面測量については、ヘリコプターによる空中測量を実施した。

第2節　層位の状況（第2図）

遺跡付近は、昭和49年度にほ場整備が実施され、旧来の地形がかなり改変されている。遺跡

を横切る市道阿尾3号線も、ほ場整備後に新たに敷設されたものである。

この工事によって、遺跡の上部（遣物包含層）はかなり撹

乱されたと思われ、出土した遣物の中にも、地点が離れてい

るにもかかわらず接合できるものが多々あった。中には市道

を越えて接合された資料もあった。

こうした状況は、試掘調査の段階で予測されたことであり、

本調査ではまず、遺物を取り上げながら掘り下げ、試掘で遺

構を確認した黄褐色砂層を面的に検出した。

従って、本書でいうところの遣物包含層とは、黄褐色砂層

の上に位置する撹乱された地層のことをいい、また整理・報

告にあたっては表採資料や表土（耕作土）出土の資料も、包

含層出土の資料に含めた。

遺跡全体の基本層序は、試掘調査の段階で確認したものと

知見に変化はない。また遺構の覆土については、いくつかの

例外を除いて、ほとんどが黒色砂質土であった。

I．灰褐色表土
（耕作土）

2．黒色粘質土

3．褐色又は黄色
砂質土

4．礫混じり
暗青色粘土層

0　　　　　　　50cm
l l　，l　．1

第2回　阿尾島田A遺跡土層
模式図
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－　5　－



第3節　遺構

本節では、発掘調査で検出した遺構のうち主要なものを扱う。

遺構のうち時期の判明するものは、古代のもののみである。種類では掘立柱建物・溝・土坑

がある。以下、種類ごとに記述する。

a　掘立柱建物

8棟確認しており、主要なデータは第1表にまとめた。いずれも古代の建物であり、調査地

区のほぼ中央にかたまっている。柱穴の覆土は特に記述しない限り、黒色砂質土である。

SB－01：調査地区中央北側で検出した。一部調査地区外。2間×2間の総柱建物。平面

形は正方形に近いが、やや東西の方が長い。柱穴から土師器破片が出土。

SB－02：調査地区中央西寄りで検出した。4間×2間。東側の柱穴はSD－24より新

しい。柱穴から須恵器・土師器破片が出土。

SB－03：調査地区中央で検出した。3間×2間又は4間×2間。柱穴の覆土に白い砂が

混じる。柱穴から須恵器・土師器破片が出土。

SB－04：調査地区中央で検出した。3間×2間。SB－05と重複し、それよりも古い

と思われる。柱穴から須恵器・土師器破片が出土。

SB－05：調査地区中央で検出した。2間×2間の総柱建物。SB－04と重複し、それ

よりも新しいと思われる。柱穴から土師器破片が出土。

SB－06：調査地区中央西側で検出した。3間×2間。SD－13・17より新しい。柱

穴から須恵器・土師器破片が出土。

SB－07：調査地区中央南寄りで検出した。一部調査地区外。3間×2間か。柱穴から土

師器破片が出土。

SB－08：調査地区東側で検出した。2間×2間の総柱建物。

b　溝

溝は40条確認した。いずれも幅20～100cm程の浅いもので、調査地区の中央から東側にかけて

集中している。約25％の溝は遺物の出土がなく、直接時期を決定する資料を欠くが、状況から

みて、いずれも古代のものと考える。全体の傾向としては、掘立柱建物の桁行方向に平行する

もの、梁行方向に平行するもの、その他のものに分かれる。以下、遺物の出土したものについ

て報告する。覆土は特に記述をしない限り、黒色砂質土である。

SD－01：遺構集中区の北側をほぼ東西方向に流れる。確認した長さは約20m、幅は60～

100cmである。SB－03の梁行方向と平行する。覆土に白い砂が混ざる。SB－02より新し

い。土師器・須恵器破片が出土。

SD－02：遺構集中区のほぼ中央に位置し、東西方向にほぼ直線にのびる。確認した長さ

は約28m、幅は60～100cmである。SB－06・SD－04より古い。土師器・須恵器破片が出

土。
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第6図　遺構実測図（2）S B－02（I／60）断面の基準高は3．8m
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第7図　遺構実測図（3）S B－03（l／60）断面の基準高は3．8m
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第8図　遺構実測図（4）S B－04（I／60）断面の基準高は3．8m
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第相国　遺構実測図（6）S B－07（l／60）断面の基準高は3．8m
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第I2図　遺構実測図（8）S K－32・S K－87・S K－97（覆土はいずれも黒色砂質土）
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SD－03：遺構集中区の中央を、北東・南西方向に流れる。確認した長さは約35m、幅は

60～80cmである。建物とは方向が一致しない。SD－15・SB－03より新しい。土師器・

須恵器破片が出土。うち1点を図示した。

SD－04：遺構集中区ほぼ中央に位置し、南北方向にほぼ直線にのびる。確認した長さは

約19mである。北側はSD－03と交差する付近で暖味になる。幅は60～100cmで、北半はSB

－03の桁行と約1．5m離れて平行する。SD－02より新しい。主に北側で須恵器破片と、土

師器破片が多数出土した。うち12点を図示した。

SD－05：遺構集中区ほぼ中央を南北方向に流れる。確認した長さは約8m、幅は約40cm

である。SB－04の桁行方向に平行する。土師器破片が出土。うち1点を図示した。

SD－06：遺構集中区北側を南北方向に流れる。確認した長さは約2m、幅は約40cm。S

D－05とつながる可能性がある。土師器破片が出土。

SD－07：遺構集中区西側を南北方向に流れる。確認した長さは約6m、幅は約60cm。S

B－06の桁行方向とほぼ平行する。SD－15と直角につながる可能性がある。SD－16

・27より新しく、SD－03より古い。土師器・須恵器破片が出土。うち1点を図示した。

SD－08：遺構集中区西側を南北方向に流れる。確認した長さは約6m、幅は約40cm。土

師器・須恵器破片が出土。

SD－09：遺構集中区西側を南北方向に流れる。確認した長さは約5m、幅は約40cm。S

B－02の桁行方向と平行する。土師器破片が出土。

SD－10：遺構集中区西側を南北方向に流れる。途中でいったん途切れるが、長さは約14

m、幅は約60cm。SB－06の桁行方向と平行する。SD－02・17より新しい。土師器・

須恵器破片が出土。うち1点を図示した。

SD－11：遺構集中区北側を北東・南西方向に流れる。確認した長さは約3m、幅は約20

cmである。土師器破片が出土。

SD－12：遺構集中区を東西方向に流れる。確認した長さは約6m、幅は40～60cmである。

土師器破片が出土。

SD－13：遺構集中区南側に位置し、一辺約10mの「コ」の字状に流れる。SB－06よ

り古い。土師器・須恵器破片が出土。うち4点を図示した。

SD－14：遺構集中区西側を南北方向に流れる。確認した長さは約8m、幅は約80cmであ

る。SD－24と接するが、新旧関係は不明。SB－03の桁行方向と平行する。土師器・須

恵器破片が出土。うち6点を図示した。

SD－15：遺構集中区西側を東西方向に流れる。確認した長さは約5m、幅は約60cmであ

る。SB－06の梁行方向と平行する。SD－07と直角につながる可能性がある。土師器破

片が出土。

SD－16：遺構集中区南側を東西方向に流れる。確認した長さは約6m、幅は約40cmであ
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る。SD－07より古い。土師器破片が出土。

SD－18：遺構集中区南端を東西方向に流れる。確認した長さは約6m、幅は約40cmで、

調査区外へのびる。土師器破片が出土。

SD－19：遺構集中区東側を南北方向に流れる。確認した長さは約6m、幅は約40cmであ

る。SB－04の桁行方向と平行する。土師器・須恵器破片が出土。

SD－20：遺構集中区東側を南北方向に流れる。確認した長さは約14m、幅は40～60cmで、

調査区外へのびる。土師器・須恵器破片が出土。

SD－21：遺構集中区北端を東西方向に流れたのち、やや直角に南方向に折れ曲がる。確

認した長さは約40m、幅40～140cmである。土師器・須恵器破片が出土。

SD－23：遺構集中区東側を南北方向に流れる。確認した長さは約7m、幅は約40cmであ

る。SD－04と平行する。土師器破片が出土。

SD－24：遺構集中区西側を南北方向に流れる。確認した長さは約7m、幅は約80cmであ

る。SD－14と接するが、新旧関係は不明。SB－02より新しい。土師器・須恵器破片が

出土。うち5点を図示した。

SD－25：遺構集中区中央を南北方向に流れる。確認した長さは約3m、幅は約30cmであ

る。土師器破片が出土。

SD－26：遺構集中区中央を南北方向に流れる。確認した長さは約2m、幅は約30cmであ

る。土師器・須恵器破片が出土。うち1点を図示した。

SD－27：遺構集中区中央を東西方向に流れる。確認した長さは約3m、幅は約40cmであ

る。SD－07より古い。土師器・須恵器破片が出土。うち1点を図示した。

SD－29：遺構集中区南側を南北方向に流れる。確認した長さは約6m、幅は約40cmで、

調査区外へのびる。SB－07の桁行方向と平行する。土師器破片が出土。

SD－31：遺構集中区東側を南北方向に流れる。確認した長さは約7m、幅は約30cmであ

る。土師器破片が出土。

SD－37：調査区東側を北西・南東方向に流れる。確認した長さは約15m、幅は約40cmで

ある。土師器破片が出土。

SD－40：調査区東側を北東・南西方向に流れる。確認した長さは約2m、幅は約30cmで

ある。須恵器破片が出土。1点を図示した。

C　土坑
．

土坑は58基確認した。いずれも古代のものである。ここでは遺物を出土したものの中から主

要なものを報告する。覆土は黒色砂質土である。

SK－32：遺構集中区中央に位置する。直径約45cmの円形を呈し、深さは約25cmである。

土師器・須恵器破片が出土。うち1点を図示した。

SK－87：遺構集中区南側、SD－04の下に位置し、80×20cmを測り、深さは溝底から
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約10cmである。土師器・須恵器破片が出土。うち2点を図示した。

SK－97：遺構集中区南側に位置する。100×20cmの楕円形を呈し、深さは約10cmである。

土師器・須恵器破片が出土。うち3点を図示した。
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第4節　遺物

遺物は縄文土器、石器、古代須恵器、古代土師器、中世土師器、中世陶磁器がある。このう

ち、縄文時代と中世の遺物は、いずれも包含層のみの出土である。古代の遣物は、遺構出土の

ものについては遺構ごと、その他については包含層出土としてまとめて記述する。なお、古代

の図化資料については、巻末に観察表を掲載した。

∂　縄文土器（第13図1～5）

いずれも破片の出土であり、全体をうかがえる資料はない。個体数で約10個体か。いずれも

後晩期のものと思われる。うち5点を図示した。1は平縁の深鉢。幅広の浅い沈線帯と縄文を

施し、口縁部が肥厚する。後期のものであろう。2は平縁の深鉢で、三角形刺突文を施す。後

・．一・．、二．でl

二
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IO　　　　　15

第13回　遺物実測図（り　包含層：縄文時代（7・8は2／3）
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期のものか。3・4は浅鉢で沈線を施す。晩期のものか。5は大型の深鉢で口径は約19cm。口

縁部に斜行縄文を施し、体部に右下がりの条痕文を施す。晩期後葉か。

b　石器（第13図6～8）

縄文時代の石鉄4点と磨製石斧1点がある。石鉄は2点を図示した。7は無茎のもので重量

は0．7g、石材はメノウである。8は基部を欠き、重量は1．2g、石材は玉髄である。石槍の可

能性もある。図示しなかった2点はいずれも無茎で、石材はチャートであるが、摩滅が激しい。

重量は、2．1gと0．7gである。6は磨製石斧で、石材は凝灰岩。長さ9．5cm、幅4．6cm、厚さ2．3

cmで、重量は140g。後晩期のものか。

C　古代土器（第14図～第25図・第29図）

須恵器は杯・杯蓋・高杯・鉢・蓋・瓶・横瓶・嚢があり、土師器は杯・杯蓋・嚢・鍋・製塩

土器がある。なお杯蓋のうち、内面にかえりのあるものを杯A蓋、無いものを杯B蓋、高台の

無い杯を杯A、高台のある杯を杯Bと記述する。

SB－03：9は須恵器杯B蓋である。口径12．0cm、器高3．0cmを測る。口縁端部は真下にお

ろし、頂部外面は回転ナデを施す。つまみはボタン状である。10は須恵器杯Aである。口径12．2cm、

器高3．6cmを測る。底部はへラ切り未調整。共に柱穴覆土から出土した。

SB－04：11は須恵器杯B蓋である。口径16．5cm、器高2．5cmを測る。口縁で一度くびれ、

端部の折れは甘い。頂部は回転ナデを施し、内面にヘラ記号つ」がある。柱穴覆土から出土

した。

SD－03：12は須恵器杯B蓋である。口径12．5cm、器高2．8cmを測り、宝珠状のつまみが着

くが、体部は偏平で、口縁端部も小さい。頂部は回転ナデを施す。

SD－04：13～17は須恵器杯B蓋である。口径は11．8～13．7cm、器高は2．9～3．0cmを測る。

0　　　　　　　5　　　　　10cm

第16回　遺物実測図（4）遺構：古代
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いずれへも頂部は回転ナデ調整であり、16～17の口縁端部は外反する。13・14・16のつまみはボ

タン状で、15・17のつまみは偏平な宝珠状である。16は内面にへラ記号「×」があり、漆が付

着している。18・19は須恵器杯Aである。18は口径11．8cm、器高3．2cmを測り、19は口径12・0cm、

器高3．3cmを測る。共に日録のやや外反する浅い器形で、底部外面はへラ切り未調整である。25

は須恵器杯Bである。口径11．0cm、器高4．1cmを測る。口縁はやや外反し、高台は内傾する。底

部外面は回転ナデ調整であり、へラ記号「×」がある。24は須恵器横瓶である。接合によりほ

ぼ全形を知ることができ、口径22．0cmを測る。口縁端部は水平である。胴部外面は、一部カキ

メで、他は粗い叩き目を残す。内面は、ナデ調整である。また胴部の閉塞円盤が両側で確認で

きる。20は土師器又は生焼けの須恵器杯か。底部は厚く、体部は薄い。底部外面はへラ切り未

調整である。21は土師器鍋であろう。口径25．8cmを測り、非ロクロ成形。内面ハケメ、外面の

調整は不明である。22は土師器小形嚢である。口径12．0cmを測り、非ロクロ成形。外面ヨコナ

デ、内面パケメ調整で、口縁内側に漆が付着している。23は土師器賓である。口径12．8cmを測

り、非ロクロ成形。外面パケメ、内面ヨコナデ調整。

SD－07：26は須恵器杯B蓋である。口径12．0cm、器高1．9cmを測る。つまみは偏平で、口

縁端部疲軽く折り曲げる。頂部は回転ナデ調整を施す。

SD－10：27は須恵器壷蓋であろう。口径11．0cm、器高2．5cmを測る。つまみは偏平で、頂

部は回転ナデ調整を施す。口縁端部は高く、真下におろす。

SD－13：29は須恵器杯B蓋である。口径14．0cm、器高2．7cmを測る。全体的に厚めのつく

りで、頂部は回転ナデ調整を施す。口縁端部の断面は三角形である。30・31は須恵器杯Bであ

る。30は口径13．3cm、器高4．3cmを測り、31は口径12．2cm、器高4．0cmを測る。30の高台は水平、

31はやや内傾する。共に破片が摩滅している。32は須恵器杯Aである。口径11．8cm、器高3・3cm

を測る。底部はへラ切り未調整であり、へラ記号「×」がある。

SD－14：33は須恵器杯B蓋である。口径13．7cm、器高3．4cmを測る。偏平なっまみを有し、

山笠状の体部で、口縁端部は真下におろす。頂部外面は回転ナデ調整を施す。34・37は須恵器

杯Aである。34は口径13．1cm、器高3．6cmを測る。底部と体部の境が不明瞭で、体部の傾斜がゆ

るい器形である。底部はへラ切り未調整で、へラ記号「×」がある。破片が摩滅している。37

は口径11．9cm、器高3．5cmを測る。底部はへラ切り未調整。35・36は須恵器杯Bである。35は口

径10．6cm、器高4．5cmを測る。口縁がやや外反し、高台は内傾する。底部は回転ナデ調整を施す。

36は口径10．7cm、器高4．0cmを測る。口縁がやや外反し、高台は内傾する。底部は回転ナデ調整

を施し、へラ記号「×」がある。38は土師器鍋である。口径30．0cmを測る。外面ヨコナデ、内

面カキメ調整を施す。外面に煤が付着する。

SD－24：41は須恵器杯Aである。口径12．0cm、器高3．6cmを測る。底部はへラ切り未調整

であり、漆が付着する。42は須恵器杯Bである。口径12．2cm、器高4．0cmを測る。口縁はやや外

反し、高台は外傾する。底部はへラ切り未調整である。43は土師器の内黒杯である。口径15・8cm、

－23－



器高5．5cmを測る。底部と体部の境が明瞭で、口縁端部は丸くおさめる。39・40は′J、型聾である。

39は非ロクロ成形で、内外面にパケメを施す。煤が付着する。40は口径12．0cmを測り、非ロク

ロ成形で、調整は内面パケメ、外面は不明である。

SD－26：44は須恵器杯Bである。口径10．6cm、器高4．3cmを測る。口縁はやや外反し、高

台は水平である。底部はへラ切り未調整である。

SDq27：45は須恵器杯B蓋である。口径15．5cm、器高2．7cmを測る。偏平な宝珠状つまみ

に、偏平な体部がつく。口縁端部の断面は三角形である。頂部外面は回転ナデ調整を施す。

SD－40：46は須恵器杯B蓋である。口径13．7cm、器高2．7cmを測る。やや偏平なボタン状

つまみを有し、口縁端部はやや外反する。頂部外面は回転ナデ調整を施す。

SK－32：47は須恵器杯B蓋である。口径15．0cm、器高2．0cmを測る。焼き歪みがひどい。

頂部外面は回転へラケズリを施す。

SK－87：48は須恵器杯B蓋である。口径14．5cm、器高2．2cmを測る。焼き歪みがひどい。

厚ぼったい作りで、頂部外面は回転ナデ調整を施す。49は須恵器杯Aである。口径11．3cm、器

高3．5cmを測る。底部はへラ切り未調整である。

SK－97：50は須恵器杯Aである。口径12．0cm、器高3．8cmを測る。底部は回転ナデ調整を

施す。53は須恵器横瓶である。胴部の破片であり、閉塞円盤が観察できる。調整は内外面とも

ヨコナデである。51・52は土師器聾である。51は口径18．0cmを測る。非ロクロ成形で、内外面

パケメ調整である。52は口径26．0cmを測る。調整は外面カキメ、内面ヨコナデである。口縁端

部は面をとり、角をもつ。

包含層：

54～57は須恵器杯A蓋である。54は口径9．6cmを測る。つまみを欠くが、接合面の径から、宝

珠状のものがつくと思われる。かえりは、口縁端部より下方に引き出す。頂部外面は回転へラ

ケズリを施す。55は口径10．4cmを測る。かえりは、口縁端部より下方に引き出す。頂部外面は

回転へラケズリを施す。56は口縁端部を欠く。頂部外面は回転へラケズリを施す。57は口径20．8

cmを測る。かえりはかなり低い。頂部外面は回転へラケズリを施す。

58～117・296・297は須恵器杯B蓋である。器高の判明した資料は少ないが、2．6cmから3．3cm

のものがあり、3．0cm前後のものがほとんどである。つまみは宝珠状のもの（58・62・63・65・

74・75・77・296）とボタン状のもの（60・61・76・297）があり、直径は2．0～3．0cmである。

口縁端部は、真下におろすもの、内傾するもの、外反するもの、あまり折れないものなど、各

種ある。頂部外面の調整は、確認できたもののうち22％が回転へラケズリ、78％が回転ナデで

ある（遺構出土の資料を含むと、前者が15％，後者が85％になる）。なお、62にはつ」のへラ

記号がある。なお、杯B蓋の口径は図化しなかった資料も含めると、10．0cmから18．0cmのもの

までがあり、12．0cm前後・12．8cm前後・14．0cm前後・15．0cm前後・16．0cm前後のものが多く、

このうち主体となるのは14．0cm前後のものである。
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第17図　遺物実測図（5）包含層：古代
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118～131・298・299は、須恵器杯Aである。口径11．2cmから13．4cmのものがあり、11．8cm～

12．0cmのものが多い。器高は2．8cmから3．8cmのものがあり、3．5cm前後のものが多い。底部はす

べてへラ切り未調整である。119・121・124・129・131には「×」のへラ記号がある。また、131

は漆が付着する。

132～153・300～305は須恵器杯Bである。口径16．0cm～18．0cm、器高6．0cm～7．0cmのもの（132

～135・300～302）と、口径9．8cm～13．4cm（主体は11．8cm～12．0cm）、器高3．5cm～4．7cm（主体

は4．0cm前後）のものがある。高台は内傾するものが多く、次いで水平なものがある。底部の調

整は、確認できたもののうち67％が回転ナデを施し、残り33％はへラ切り未調整である。151・

152は「×」の、139は　つ」の、144は判読不明のへラ記号がある。

なお、図化しなかった杯を含めた口径の分布は、7．0cmから18．0cmまでであり、10．0cm～11．0

cm、12．0cm前後、13．0cm～14．0cmが多く、主体は12．0cm前後である。

154は須恵器高杯であろう。脚径12．6cmを測る。

155は須恵器壷蓋であろう。155は口径10．0cmを測る。

157は鉢である。口径19．5cm、器高11．1cmを測る。内面はカキメ調整、外面は上半カキメで下

半はヨコナデ調整を施す。158も鉢か。306も鉢である。口径12．8cm、器高5．8cmを測る。

159～169は須恵器の瓶類である。159は口径9．6cmを測る。外面は粗いカキメを施す。160・161

・167・168は広口瓶で、160は口径16．4cm、161は口径18．6cmを測る。162・163は体部の破片で

あり、164は口径8．2cmを測る。165は口径12．6cm、166は口径12．0cmを測る。169は長頸瓶である。

接合により全形を知りうる。口径10．2cm、器高22．8cm、台径9．0cmを測る。口縁端部は軽く面取

りをし、頸部付根に段をつくる。高台は幅広で内傾する。底部外面にへラ記号「I」がある。

170～173は須恵器横瓶である。170は口径10．0cmを測る。口縁端部は内傾する。体部は叩きと

カキメによる調整を施す。171は口径12．0cm前後の口頸部にやや長い体部がつく。体部は叩きと

カキメによる調整を施す。閉塞円盤は片方のみと思われる。172は口径10．0cm前後の口頸部にや

や短い体部がつく。体部は叩きと、カキメによる調整を施す。173は体部のみの破片である。カ

キメ調整が観察できる。

174～183は須恵器嚢である。175は小型聾であり、口径15．6cmを測る。176は口径21．6cm、177

は口径18．0cmを測る。178は口径31．6cm、179は口径23．9cm、180は口径26．0cmを測る。181は接

合によって全形を知りうる資料である。口径23．0cm、器高47．2cmを測る。容積は約391である。

182は口径19．5cm、183は口径20．8cmを測る。

184～185は土師器杯蓋であるが、成形・調整は須恵器と同じ技法である。184は口径13．4cm、

器高3．0cmを測る。宝珠状のつまみを有し、頂部外面は回転ナデ調整を施す。185は口径13．0cm

を測る。口縁端部は薄くなる。

186・187は土師器杯である。186は口径19．8cm、器高5．4cmを測る内黒杯である。口縁端部が

外反し、体部下半はへラケズリを施す。187は口径14．0cmを測る内黒杯であり、外面は赤彩を施
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す。′

188～207は土師聾である。聾はほとんどが細片であり、全形を知りうるものはない。以下、

口縁部の残存した破片を中心に、主要なものを図示した。口径では、10．0cm前後の小型晶であ

る206・207を除いて、13．6cmから23．4cmのものがある。196・199・201は非ロクロ成形である。

196は口縁がゆるく外反し、端部を面取りする。199は口縁部を外に折り曲げる。内外面パケメ

調整を施す。201は肥厚した口縁がゆるく外反する。他の資料は口縁部の形態によって、「く」

の字状で端部の丸いもの（190・191・194・195・198・203）、「く」の字状で端部を面取りする

もの（188・193・197・202）、口縁端部を真上に引き上げるもの（192・200）、その他（189・177）

がある。調整を観察できるものでは、197は外面カキメ内面ヨコナデ調整、190・198・200が内

外面ヨコナデ調整である。205は体部下半の破片である。外面へラケズリ、内面ヨコナデ調整で

ある。206・207は非ロクロ成形の小型賓である。206は口縁がゆるく外反し、207は外に折り曲

げる。

208～211は土師器鍋である。209と210は非ロクロ成形である。208は口径37．0cmを測る。内外

面カキメ調整を施す。口縁端部は面取りする。209は口径34．0cmを測る。外面ヨコナデ、内面パ

ケメ調整を施す。肥厚した口縁がゆるく外反する。210は口径22．0cmを測る。内面にパケメ調整

を施す。211は口径18．0cmである。内面パケメ調整か。

212～221の10点は、棒状尖底製塩土器の底部破片である。いずれも胎土に砂粒を多く含み、

黄褐色～赤褐色を呈する。尖底部の長さが3cm前後の215・216・218・219・220と、4cm以上の

212・213・214・217・221の2群に分類できる。このタイプの製塩土器は7世紀代を中心に、能

登地域で盛行したものである。氷見市内でも製塩遺跡とされる九殿浜遺跡をはじめ、大境洞窟

・薮田遺跡・阿尾島尾A遺跡で確認されている。本遺跡には7世紀の資料が少ないが、近年の

調査で棒状尖底製塩土器は8世紀以降にも残存することが明らかになってきているため、本遺

跡例は古代土器の年代に沿うものと考え、時期については幅をもたせておく。

222～241は土錘である。古代のところで扱うが、中世のものである可能性もある。大型のも

の（222～227）と′J、形のもの（228～241）の2群に分類できる。大型のものは、長さ4．7～6．4cm、

幅3．7～4．3cmv重量54．0～76．6gである。小形のものは、長さ2．0～4．3cm、幅1．1～2．4cm、重

量1．8～16．8gである。

d　中世（第26図～第28図）

242～266は珠洲である。242は壷で、口径12cmを測る。口縁端部断面は三角形で、肩部に櫛目

波状文を施す。13世紀のものか。

243～247は賓である。いずれも13世紀後半～14世紀前半頃のものか。

248～266はすり鉢である。248は口径33．4cmを測り、口縁端部を水平に作る。内面にすすが付

着する。249は口径39．2cmを測り、ほぼ水平に作った口縁端部に櫛目波状文を施す。卸し目は密

に施されるが、かなり摩滅している。250は口径35．6cmを測り、口線端部はゆるく内傾する。9
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条1単位の卸し目が施される。251は口径35．4cmを測り、ほぼ直線的に開く器形である。口縁端

部内側に、櫛目波状文を施す。卸し目は粗雑である。252は口径39．4cmを測り、直線的に開く器

形である。口縁端部に櫛目波状文を施す。253は口径35．2cmを測り、肥厚した口縁である。254

は口径37．4cmを測り、口縁端部を水平に作る。卸し目は5条1単位か。255は口径30．0cmを測り、

口縁端部を水平に作る。256は口径39．6cmを測り、日録は外方に開く。端部に櫛目波状文を施す。

257は口径35．4cmを測り、口縁は丸くおさめる。端部に櫛目波状文を施す。卸し目は4条1単位

か。258は口径31．8cmを測り、口縁は外方へ開く。端部に櫛目波状文を施す。卸し目は密に施す。

259は口径28．0cmを測り、口縁端部は方形で外傾する。260は口径21．6cmを測り、直線的に開く

器形である。口縁端部は内傾する。卸し目は12条1単位か。261は口径20．6cmを測り、方形の口

縁はやや外傾する。262は口径17．8cmを測り、直線的に開く器形である。263は口径17．6cmを測

乱■

第29図　遺物実測図（用　包含層：古代
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り、方形の口縁はやや外傾する。264は21．8cmを測り、口縁端部は水平に作る。265は方形の口

縁がやや外傾する器形と思われる。266は口縁端部を水平に作る。259・261・262・263は13世紀

代のものか。248・249・253・254・255・264・265・266は14世紀前半～中頃、250・256・260は

14世紀後半～15世紀前半、251・252・257・258は15世紀後半に比定される。

267～279は土師器皿である。267は口径12．8cmを測る。口縁をヨコナデし、端部は丸くおさめ

る。口縁に油煙痕がある。268は口径10．0cmを測る。肥厚した口縁を丸くおさめる。269は口径

11．6cmを測る。口縁を強くヨコナデする。270は口径13．4cmを測る。口縁端部を上方にやや引き

上げる。内外面に漆が付着する。271は口径9．6cmを測る。強いヨコナデにより、体部と底部の

境がつく。272は口径10．6cmを測る。口縁端部をつまみ上げる。内外面に漆が付着する。273は

口径7．6cmを測る。274は口径9．4cmを測る。275は口径9．6cmを測る。口縁端部をつまみ上げる。

内外面に漆が付着する。276は口径7．8cmを測る。強いヨコナデにより、体部と底部の境がつく。

外面に漆が付着する。277は口径7．8cmを測る。278は口径10．4cmを測る。体部をヨコナデする。

279は口縁端部をつまみ上げる。油煙痕がある。これらの土師器のうち、271・276は15世紀前半、

278は15世紀中頃、272・275・279は16世紀後半に比定される。

280は白磁椀であり、口径17．2cmを測る。口縁端部が短く外方へ折れる。11世紀後半～12世紀

前半のものか。

281～287は青磁である。281は鉢か。口径15．6cmを測る。残りの資料は椀であろう。285は口

径12．6cmを測り、287は高台径7．0cmを測る。283・284・285は蓮弁文が施される。いずれも龍泉

窯系のものと思われる。284は13世紀、285は14～15世紀、283は16世紀のものか。

288は染付皿であり、高台径5．8cmを測る。

289～295は瀬戸美濃の製品である。289は口径11．6cmの天目茶碗であり、鉄粕を施す。290は

口径10．0cmの四耳壷である。淡緑色の灰粕を施す。291は灰粕の皿であり、口径11．6cmを測る。

292は口径10．2cmの椀であり、鉄粕を施す。293は椀底部で高台径は4．6cmを測る。194は皿の底

部で7．2cmを測る。295は皿の底部で高台径は5．2cmを測る。290は13～14世紀、291・292は16世

紀前半、289は17世紀初め頃のものに比定できる。

e　古代土器の年代について

古代の遺物は量が多いため、ここでは杯A蓋・杯B蓋・杯A・杯Bの主要器種を中心に、年

代を考察したい。

杯A蓋は、わずか4点の出土である。射水郡内の窯跡に照らせば、′J、杉丸山1号窯の資料に

近く、7世紀中頃から後半に比定される。図化した資料のなかにはこれらに対応する杯身はな

いが、口縁破片の中に対応する口径のものがあるので、蓋と身のセットとしてとらえることが

できると思われるが、この時期の資料は量的には少ない。

杯B蓋は、口径10．8cmから17．8cmまでの資料がある。16cm以上の大型のものは少なく、13cm

から14cmのものが最も多い。また12cm前後の資料も一定の割合を占めている。器高は口径にか
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かわらず、3cm前後のものが多い。一方、口縁端部の形態は、下方に折り曲げるもの、三角形

断面を呈するもの、内側に折り曲げるもの、屈曲せず丸くおさめるものなど、多様である。ま

た、頂部の調整は回転へラケズリ調整のものより、回転ナデ調整のものが圧倒的に多い。

杯Aは、口径11．2cmから13．5cmまでの資料があり、ほとんどが12cm前後のものである。器高

は3．5cm前後にほとんどがおさまる。底部外面は、ほとんどがへラ切り未調整である。

杯Bは、口径9．8cmから18．0cmまでの資料がある。14cm以上の大型品は少なく、12cm前後が最

も多い。器高は口径10cm代のものでは4．0～4．5cm、口径12cm前後のものでは3．5～4．0cmのもの

が多く、口径が大きくなると器高が低くなる傾向がある。また、底部外面の調整は、ほとんど

がへラ切り後軽くナデを施すものである。

これら杯B蓋・杯A・杯Bを、射水郡内の窯跡資料の検討結果［大門町教委1986・池野1987

・富山県埋文センター1992］と比較すると、45・70・71のように8世紀前半の特徴を持つもの

や、11のように8世紀末から9世紀初頭の特徴をもつ資料が若干含まれるが、総体として、杯

蓋の端部の形態、法量が小振りのものが多い、回転へラケズリを施したものが少ない、という

ことから、8世紀後半の資料が主体を占めるものと思われる。

次に土師器嚢・鍋は、ロクロ製のものと、非ロクロ製のものが認められる。ロクロ製の口縁

部の形態には、口縁部内部のナデが強く、断面が三角形状になるものと、口縁端部を上に引き

上げるものがあり、前者が多い。これらは8世紀中頃から後半に類例が多い［池野1988］。一方、

非ロクロ製のものは、端部が丸くないし尖り気味におさめたものが多い。なお、土師器襲・鍋

のロクロ・非ロクロの比率は、前者が40．6％、後者が59．4％であり、非ロクロ製品の占める割

合が高い。羽咋市寺家遺跡では、8世紀前半後葉からロクロ製品が増え始め、8世紀末には普

遍化する傾向にあり［石川県立埋文センター1988］、富山県内も同様の傾向と思われる［関1988］。

これからすると、本遺跡の土師器は8世紀後半でも中頃に近いものと思われる。

以上のことから、本遺跡の古代土器は、7世紀後半から9世紀前半までのものがあるが、主

体は8世紀第3四半期に位置付けておきたい。
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第5節　まとめ

ここではまとめとして、各時代ごとに遺跡の性格について若干の考察を加えるとともに、阿

尾＝間島平野（仮称・第30図参照）という限られた地域の歴史について、触れておきたい。

なお発掘調査の結果、阿尾島田A遺跡はさらに南東側へ続くことを確認している。従って以

下はあくまでも遺跡の一部分の知見による考察である。

a　阿尾島田A遺跡と阿尾＝間島平野について

本遺跡の立地する余川川下流左岸の平野を、阿尾＝間島平野と仮称する。阿尾＝間島平野は、

東は海に面し、北から西にかけて丘陵がはしり、南には余川川が流れている。余川川は、石川

県との境近くの山地に発し、約11kmで富山湾に至る河川であるが、上流部の滞水性に乏しい山

地からの流出が急なため、下流部では近年まで堤防の決壊と水田の埋没がくりかえされた歴史

がある。こうしたことから、この平野は、地形的に周囲から独立した地域といえるだろう。平

野の面積は約50haであり、余川川河口付近に間島集落が、そのやや上流に稲積（下稲積）集落

がある。その他海岸線沿いと丘陵裾に集落があるほかは、大部分が水田である。この地域で確

認されている遺跡は、今のところ本遺跡の他に、中世遺物の散布地である阿尾島田B遺跡（未

調査）のみである。なお、間島集落は近世初期に開発された新村である。

b　縄文時代について

阿尾島田A遺跡では、包含層から縄文時代の土器と石器が若干出土した。時期的には後晩期

に限られるようである。

遺跡の地盤である砂層は、縄文海進を契機として堆積したものと考えられる。従ってこの地

域に縄文人が立ち入るようになるのは、陸地化後かなり時間が経過してからであると考えられ、

しかもそれは集落を営み、定住をするようなものではなく、一時的な立ち寄りであったと思わ

れる。

この状況は、同様の立地を示し、丘陵をはさんで反対側に位置する阿尾島尾A遺跡と似てい

るが、本遺跡の方が期間が短く、痕跡も薄い。

また、阿尾島尾A遺跡が若干ではあるが、弥生・古墳時代の遺物も出土しているのに対して、

本遺跡は7世紀まで営みが途絶えてしまっている。未知の遺跡の存在も考えられるが、今のと

ころこの平野は、古代に至るまで、積極的な開発がなかったものと思われる。

C　古代について

掘立柱建物は、総柱建物と側柱建物がある。このうち総柱建物はいずれも2間×2間で平面

積8Hf前後のものである。このような建物は、小規模であるにもかかわらず総柱と頑丈な構造

であることから、一般的に倉庫と考えられているものである。一方側柱建物は、4間×2間の
1）

ものと3間×2間のものがあり、平面積はいずれも30I迂前後のものである。

確認した8棟の建物は、重複するものがあること、接近しているものがあること、方位がず

れていることから、8棟全てが同時期に存在したものではなく、時期差のあることがわかる。
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建物の方位から分類すると、以下の3群に分かれる。

A群：SB－06・SB－02・SB－03・SB－05

B群：SB－04・SB－01・SB－07

C群：SB－08

このうち、C群については1棟だけ離れて存在し、出土遺物もないことから、判断を保留せ

ざるをえないが、A群とB群は、SB－04とSB－05の切り合いや、SB－03とSB－

04の出土遺物から、A群の方がB群に先行するものと思われる。

さらにA群の中では、遺構の切り合いからSB－06－SB－02－SB－03の順に建て

替えられたと思われる。従って阿尾島田A遺跡における建物遺構の変遷は、とりあえず以下の

ように推定しておく。

A　 群

S B － 0 6 － S B － 0 2 － S B －

”－－－－一一‥　S B － 0 5　‥”－－－…

0 3

C　群

S B－08

B　群

S B－04

S B－01

S B－07

＿＿＿＿＿＿‖＿一日”””＿＿＿一日”””T＿＿＿＿”＿＿＿●？

また時期は、出土遺物からA群が8世紀第3四半期頃、B群が8世紀第4四半期から9世紀

第1四半期頃と考えたい。

このことから、阿尾島田A遺跡は少なくとも2つの時期に分かれ、各時期とも1棟ないし2

棟の建物と、1棟の倉庫から構成されることが判明した。また、建物は全て方向が南北棟であ

り、その配置がL字型あるいはコの字型になるようなものではない。

では、本遺跡の性格はどのようなものであったのか。次に土器の組成から考察してみたい。

阿尾島田A遺跡出土古代土器の口縁部全破片を、口縁部計測法で計測した結果が第2表であ

る。種類・器種別では、須恵器が54．52個体（91．3％）、土師器が5．17個体（8．7％）であり、須

恵器が圧倒的に多く、施粕陶器はない。また、器種は食器のみで、硯などの文房具はみられな

い。一方、用途別では、食膳具が33．93個体（81．5％）、貯蔵具が3．10個体（7．5％）、煮炊具が

4．60個体（11．0％）であり、食膳具が多い。また、貯蔵具＝須恵器、煮炊具＝土師器と土器種

類による用途が区別されている。

施粕陶器と文房具の欠如は一般村落に近い様相を示すが、煮炊具の量が少ないのは公的性格

をうかがわせるものである。さらに大型の建物が存在しないことや、周囲の地勢、倉庫が付随

することから、8世紀後半～9世紀初めの阿尾島田A遺跡は、阿尾＝間島平野の開発に携わっ
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種類・器種別

器　 種 個　 体　 数 百分 率 （％） 備 考

須 恵器 杯 A 蓋 0 ． 6 3 1 ． 1

杯 B 蓋 1 8 ． 5 4 3 1 ． 1 ■

杯　 A 1 4 ． 1 6 2 3 ． 7 ■

杯　 B 1 6 ． 8 7 2 8 ． 3

高　 杯 ＊

鉢 0 ． 6 6 1 ． 1 ■

蓋 0 ． 5 6 0 ． 9

瓶　 類 1 ． 4 0 2 ． 3 ▲

賓　 類 1 ． 7 0 2 ． 8 ▲

計 5 4 ． 5 2 9 1 ニ　3

土 師器 椀 ＊

内黒 椀 0 ． 0 8 0 ． 1 ［コ

蓋 0 ． 4 9 0 ． 8 口

鍋　 癖 3 ． 4 4 5 ． 8 △

嚢　 類 1 ． 1 6 2 ． 0 △

計 5 ． 1 7 8 ． 7

合　 計 5 9 ． 6 9 1 0 0 ． 0

用途別

用　 途 個　 体　 数 百分率 （％） 備　　 考

食膳具 須恵器 3 3 ． 3 6 8 0 ． 1 ■の合 計

土師器 0 ． 5 7 1 ． 4 口の合計

計 3 3 ．．9 3 8 1 ． 5

貯蔵 具 須恵器 3 ． 1 0 7 ． 5 ▲ の合計

煮炊具 土師器 4 ． 6 0 1 1 ． 0 △ の合計

合　 計 4 1 ． 6 3 1 0 0 ． 0

※個体数は口縁部計測法による。＊は存在するが数値に表われないもの。

※須恵器杯の口縁部破片は、杯A・杯Bの比率で振り分けた。土師器鍋・嚢の区別が不明なものについても

同様の処理をした。

第2表　阿尾島田A遺跡の食器組成（7世紀末～9世紀初頭、8世紀後半主体）
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た有力農民の拠点集落と考えたい。

ところで、阿尾＝間島平野はほ場整備前まで、条里地割と推定される地形が残っていたとさ

れる［中山1956・富山県1976］。改めてこれを検証すると、平野南半には直線的な地割が確認さ

れるものの、遺跡のある北半には直線的な地割はみられない。南半の直線的地割は真北から約

170東に振り、阿尾島尾・白上地区で確認できる地割（N20E）ともずれを生じる。調査で検

出した建物の方位と、南半部の地割の方位は、建物A群で12～160、B群で4～90、C群で30

の差がある。

7世紀後半から小規模な開発の手が伸びた阿尾＝間島平野は、8世紀後半から9世紀初めに

積極的に再開発さ産その間に条里地割が施行された可能性があるが、まもなく衰退した。そ

れまであまり顧みられなかった小平野にまでこのような開発が及んだことは、8世紀後半にお

ける地域社会を知る上で、重要なことであるといえよう。

d　中世について

古代後半には途絶えていた本遺跡での営みであるが、12・13世紀頃から再び認められるよう

になり、16世紀末あるいは17世紀初め頃までほぼ続くものと思われる。遺構は確認されず、遺

物の量も少ないが、珠洲・土師器に加えて、瀬戸美濃や輸入陶磁器も確認されることから、細

々ではあるが、遺跡周辺に小規模な集落が存続したものと思われる。

阿尾＝間島平野北側の阿尾城跡とその城下である阿尾島尾A遺跡では、15世紀後半から遺物

量が増え、後者では土地を区画する大溝が形成されたが、阿尾島田A遺跡ではそのような変化

は見られない。阿尾島田B遺跡との関連を含めて、今後の課題としておきたい。

なお、近世においては平野南部に稲積（下稲積）集落が形成されたのに対して、阿尾地区側

は農地のみで、明治8年の地籍図でも人家は確認されない。また前述のように、間島集落は近

世初期に開発された新村である。

また、立地・遺物から想定される漁業（古代・中世）・製塩（古代）については、遺物の量

からして集落内の補助的な生業・生産と考えられ、それ以上の積極的な評価は今のところ困難

である。

注

1本遺跡では、建物の桁行と平行する溝が数条確認された。SB－02に対するSD－09、SB－05に対

するSD－05・SD－19、SB－07に対するSD－29などである。これらは柱列から60～90cm離れ、

溝の長さはほぼ桁行の長さと一致する。また柱穴と比べて浅いことや地盤が軟らかい砂層であることから、こ

れらの溝は人為的なものというより、建物の軒先から落ちる雨水によって穿たれた可能性がある。とすれば、

少なくともSB－02・05・07の3棟の屋根構造は、切妻造であったことが指摘出来よう。ただ、このよ

うに解釈するには、いずれの溝も建物よりやや短い傾向にあること、SB－02・07については西側でしか

溝が確認されないていないこと、他の建物になぜ溝が付随しないのか、といった問題点が残る。今後の検討課

題としておきた七、も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　く
2　万葉集には「英遠の浦に行きし日に作る歌一首」として「英遠の浦に寄する白波いや増しに立ち重き寄せ来

嘉嵐を炭みかも（巻18　4093）」という大伴家持の歌がみえ、「英遠」は氷見市阿尾に比定されている。しかし、

阿尾地区はこれ以外に古代文献では空白の地域である。
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第4章　阿届島尾山砦跡の調査成果

第l節　調査前の知見
みすまやま

阿尾島尾山砦跡は、これまで三角山城跡として周知されてきた遺跡である。

三角山城は、南北朝時代の文献にわずかに登場する城である。観応3・正平7（1352）年、

越中で幕府に背いた桃井直信の拠点のひとつとしてその名がみえ、同年6月15日に幕府方吉見

氏頼軍が三角山城に押し寄せ、白井弥八・渡部源八らを討ち取り、二人の主級を稲積河鰭に懸

けたという（『富山県史』史料編Ⅱ　327号文書）。

この史料から、三角山城跡は氷見市稲積地区近くにあるものと推定され、氷見高校歴史クラ

ブ『故郷の城址』（昭和36年）では、「「みすま山」という地名がある」として、城跡の場所

を阿尾城跡向かいの丘陵端部、標高49．1mの地点付近と推定している。

三角山城跡はその後『富山県遺跡地図』（昭和47年）に埋蔵文化財包蔵地として登録されて

いるが、『氷見市遺跡地図』（昭和58年）では、場所が北西に接する標高52．4mの丘陵の方に

移されている。

その後、バイパス建設に先立つ分布調査で現地を確認し、両方の高まりを改めて城跡として

登録した。

城跡は、上記のように大きく二つの地区に分けられる。北西の地区は、発掘調査地区である

ので以下を参照願いたい。南東の地区は、標高49．1mの地点を中心に、北西からの尾根筋でつ

ながり、残り三方は急斜面になっている。北西からの尾根筋に切岸があるほかは、特に城の施

設と考えられる地形はない。

このように、文献史料からも現状地形からも、詳細不明の城跡であった。

第2節　調査の方法

発掘調査はバイパス建設工事にかかる城跡北西部分の約900Il封こついて実施した。

調査地区は全て山林であり、建設省による樹木伐採と片付け作業が終了したのち、現況地形

の空中測量を実施し、発掘に取り掛かった。

発掘は全て手作業で行い、排土は事業地内の丘陵下に流し落した。

第3節　遺構

遺跡は概して表土が薄く、すでに地山岩盤が露出している場所もあった。調査の結果、表面

観察で確認した堀切・平坦面・竪堀以外の遺構は、確認されなかった。

平坦面A：三方向からの尾根が集まる最高地点に位置し、南北約9m、東西約7mである。

周囲は堀切や切岸によって画されるが、完全に平坦ではなく、中央と隅で約1mの比高差があ

る。なお、この地点からの眺望は大変に良く、阿尾城跡・山崎城跡・守山城跡をはじめ、氷見

市街・富山湾を見通すことができる。

平坦面B：平坦面Aから西にのびる尾根に位置し、南北2．5m、東西2．5mである。平坦面A
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と画する段差約2mの切岸の直下にあたる。

平坦面C：平坦面Bから西に約4m下がった地点に位置し、南北約8m、東西約9mである。

城跡の中では最も広い平坦面であるが、東から西へゆるやかに傾斜している。

平坦面D：平坦面Aから南東にのびる尾根に位置し、南北約4m、東西約4mである。平坦面

Aから約15m離れた段差2．5mの切岸の直下にあたる。

堀切：平坦面Aの北側に位置し、幅約8mで尾根を遮断する。堀底と平坦面Aの段差は約3m

である。堀底はなだらかで、地山岩盤を深くえぐるような造作はない。

竪堀：堀切の北約3mの西側斜面に位置する。長さ3m、幅1mの浅いもの。

出土遺物は、近現代の磁器破片が2片あるのみで、中世の遺物はない。

第4節　まとめ

今回の発掘調査により、新たな知見はあまり得られなかった。

平坦面は4カ所確認したが、いずれも面積が狭く、水平なものではないため、建物などの施

設があったとは考えにくい。また、大人数が車てこもるような場所でもない。しかし、阿尾城

下や周辺の街道を見下ろす好位置にあることから、この遺跡は阿尾城の付属施設として、少人

数による見張場所として、機能していたのではないだろうか。

この遺跡を以上のように考えると、文献史料に現れる三角山城と比べて性格にかなり差があ

るように思われる。また、人が常駐した城跡というよりは、一時的な砦跡と考えた方がよさそ

うである。従ってこの遺跡を文献上の三角山城と一端切り離し、今後阿尾島尾山砦跡と呼称す

ることにする。

文献上の三角山城の位置は、今後改めて検討しなければならないが、本砦跡から西約1kmに

所在する稲積城跡が、立地・規模からして最有力の候補地と考えられる。
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書　　　　 名 氷見バイパス関連遺跡調査報告Ⅳ

副　 書　 名 阿尾島田A 遺跡・阿尾島尾山砦跡
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シリ　ーズ名 氷見市埋蔵文化財調査報告

シリーズ番号 第22冊

編　著　者 名 大野究

編　集　機　関 氷見市教育委員会

所　 在　 地 〒935　富山県氷見市本町4 番9号　 T E L　O766－74－8215

発行年月　日 1‾9 9 6年3月3 1 日

所収遺跡名 所在地 コ　ー　 ド 北　 緯 東　 経 調査期間 調査面積

2m

調査原因

市町村 遺跡番号

あ　お　しま　だ
阿尾島田A 遺跡

と　やまけん
富山県
ひ　み　し氷見市
あ　　　お
阿　 尾

16205 88 360

52／

41〝

1360

59／

10〝

19920914

J

19930929

1500 国道建設

あ　お　しま　お　やま
阿尾島尾山砦跡

と　やまけん富山県
ひ　み　し氷見市
あ　　　＿お阿・尾

16205 26 360

52／

49〝

1360

59／

20〝

19930801

J

19931015

900 国道建設

所収遺跡名 種　 別 主な時代 主 な遺 構 主 な遣 物 特 記 事項

阿尾島田A 遺跡 集　 落 縄　 文

古　 代

中　 世

掘立柱建物・溝

・土坑

縄文土器・古代

須恵器・古代土

師器・珠洲・青

磁・白磁など

奈良時代の集落

阿尾島尾山砦跡 砦 中　 世 堀切・平坦面
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